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∠ XOY 内に点 P をとり，P を通る直線 m が辺
OX，OY と交わる点をそれぞれ A，B とする。
このとき，PA･PB の値が最小となるのは，
OA ＝ OB の場合である。
［証明］
　図 1のように，点 P を通る直線を OA ＝ OB とな
るようにとる。そして，P を通る別の直線をひき，
辺 OX，OY との交点をそれぞれ C，D とする。
図 1
∠ OAB ＝∠ OBA であるから，これをθとおく。
このとき，
　　∠ ODC ＝θ－∠ BPD ＜θ
ここで，∠ BAC ＝θ であるから，点 D は△ ABC
の外接円の外側にある。そこで，その外接円と線分
CD との交点を E とすると，方べきの定理から
　　PA･PB ＝ PC･PE　･･･ ①
図 2
さらに，
　　PE ＜ PD　　　　 ･･･ ②
であるから，①②より
　　PA･PB ＜ PC･PD
が成り立つ。　　　　　　　　　　　　　　 終  
　この定理を作図の学習内容として教材化し，高等




　ワークシートの図（図 3）において「点 P を通る
直線 m を各自で 1 本引きなさい」という指示のみを
与え，定規を用いて生徒に実際に作図をさせる。次
に，できあがった自分の図において，直線と辺 OX，






　「PA × PB の値が最小となるように直線 m を作
図せよ。」という課題を設定し，少し時間をとって
自由に考察させる。なかなか解決への糸口がつかめ











































































人数 9 8 7 14 7
内容 ⑥接線 ⑦関数 ⑧  AB の長さ ⑨その他
人数 2 3 5 5
①方べきの定理








④ P から 2 辺に垂線を引く













　線分の長さを変数として PA × PB を関数と捉え，
その最小を考えようとしている。
⑧ AB の長さとの関係
　PA × PB が最小となるときの AB の長さについ
て考えようとしている。この中には，AB が最小の













































す点 P の位置を「直線 AB 上」と予想したとき，目
































































































































The purpose of this study is to examine the figure instruction of high school mathematics by analyzing the 
lesson with regard to geometric construction. I practiced a class based on expectation of the student using 
a computer, and the problem of drawing figures when the product of the length for two drawn lines was 
minimized was included by the class. The student supplements a defect of the proof by looking back on the 
process of the solution to the problem, and, through an activity to change the condition of the original problem 
and to develop the problem further, they were able to deepen the viewpoint for the figure. It is important that 
we promote transformation of the attitude of the student toward learning mathematics through developing the 
problem voluntarily.
A Study on Teaching Geometric Construction based on the 




































・ PA × PB の値を計算させ，その値がそれぞれ異なっている
ことを確認させる。




・ コンピュータを利用して直線 m をいろいろに作図し，その
ときの PA × PB の値の変化を観察する。
・OA ＝ OB の場合が最小となることを予想する。
○解決に向けた考察
・ PA･PB ＜ PC･PD という予想から，PA･PB ＝ PC･PE とな



























点 P を通る直線 m と OX，OY が交わる点を，それぞれ
A，B として，PA，PB の長さを測ってみよう。
今回の証明において，OA ＝ OB という条件はどこに関
わっているか。
PA × PB が最小となるような直線 m を作図せよ。
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